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～
受
け
継
ぎ
、
力
を
集
中
す
る
～
】

Ｊ
А
松
任
青
年
部　

委
員
長　

飯
田　

裕
樹

　

令
和
6
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
は
、
今

な
お
地
域
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て
お
り
、復
旧
・

復
興
に
向
け
た
歩
み
は
道
半
ば
に
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
県
内
で
農
業
に
携
わ
る
私
た
ち
青
年
部
と

し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
や
現
地
で
懸
命
に
取
り

組
む
盟
友
に
思
い
を
寄
せ
、
復
興
を
願
う
と
と
も

に
、連
帯
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
松
任
市
農
協
青
年
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ

ら
れ
た
活
動
や
組
織
基
盤
の
も
と
、「
農
と
人
」「
人
と
人
」
の
つ
な
が
り
を

軸
と
し
た
青
年
部
活
動
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
そ
の
想
い
と
実
績
を
確
実
に
継
承
し
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

限
り
あ
る
時
間
・
人
員
・
予
算
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
活
動
内
容
を
精
査
し
、
青
年
部
と
し
て
本
当
に
取
り
組
む
べ
き
活
動

に
力
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
の
質
を
高
め
、
盟
友
一

人
ひ
と
り
が
参
加
意
義
を
実
感
で
き
る
青
年
部
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
部
の
課
題
で
あ
る
盟
友
数
の
減
少
に
対
し
て
は
、
地
道
な
活

【
第
55
回
通
常
総
会
開
催
】

～
新
委
員
長
に
飯
田
裕
樹
さ
ん
（
中
央
支
部
）
～

　

1
月
31
日
（
土
）、
松
南
倉
庫
会
議
室
で
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
第
55
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
7
年
度
の
活
動
基
本
方
針
と
し
て
「S
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～
受
け
継
ぎ
、
力
を
集
中
す
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
先
輩
方
が

築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
活
動
や
組
織
基
盤
の
も
と
、「
農
と
人
」「
人
と
人
」

の
つ
な
が
り
をS

U
C

C
E

S
S
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N

（
受
け
継
ぎ
）
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
お
も
む
き
、

青
年
部
の
力
をF

O
C

U
S

（
集
中
）

し
農
業
協
力
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
な
う
こ
と
を
重
点
事
項
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
7
年
度
活

動
報
告
、
収
支
決
算
、
新
年
度
役
員

改
選
な
ど
が
議
案
と
し
て
上
げ
ら
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

令
和
８
年
度
の
新
役
員
は
次
の
方
々

で
す
。（
敬
称
略
）

動
を
通
じ
て
青
年
部
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
、
仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。
盟
友
一
丸
と
な
り
、「
継
承
」
と
「
集
中
」
を
軸
と
し
た
青
年

部
活
動
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ



11

No.624

委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

裕
樹
（
中
央
支
部
）

副
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
中　

健
太
郎
（
宮
保
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

尚
平
（
山
島
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

勇
郎
（
中
央
支
部
）

副
委
員
長　

統
括
・
企
画
部
担
当　
　
　

城
田　

勇
生
（
笠
間
地
区
）

副
委
員
長　

農
業
理
解
促
進
部
担
当　
　

藤
成　

幸
弘
（
山
島
地
区
）

副
委
員
長　

地
域
交
流
部
担
当　
　
　
　

竹
垣　

賢
聖
（
旭
地
区
）

企
画
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織
部　

悠
治
（
山
島
地
区
）

農
業
理
解
促
進
部
長　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多　

雄
基
（
出
城
地
区
）

地
域
交
流
部
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
丑
屋　

怜
（
石
川
地
区
）

代
表
監
査
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村　

市
大
（
旭
地
区
）

　

ま
た
同
日
、
令
和
７
年
度
優
良
支
部
・
地
区
の
発
表
が
併
せ
て
行
わ
れ
、

該
当
地
区
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
最
優
秀
賞　

山
島
地
区

 

・
優
秀
賞　
　

宮
保
地
区

 

・
優
秀
賞　
　

林
中
地
区

 

・
優
秀
賞　
　

笠
間
地
区

優良支部最優秀賞（山島地区）

得田組合長からの祝辞

優良支部優秀賞（宮保地区）

万歳三唱




